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2 月定例会では、令和 8年度当初予算を一層慎重に審査するため、3月 4日に予算特別委員会が設置され
ました。3月 5日～ 10日までの土日を除く 4日間に分科会審査を行い、その後、3月 12日の予算特別委
員会全体会で分科会審査の報告を行い、全議員で審査しました。ここではその一部をお伝えします。

予算可決までの流れ

「一人ひとりが豊かさと幸せを実感できるまち」の実現へ

令和 8年度松本市当初予算 をチェック ✔

1,149 億 8,000 万円一般
会計

536 億 7,638 万円特別
会計 290 億 4,676 万円企業

会計

当初予算説明会、予算
特別委員会（全体会）
の様子がご覧いただ
けます。

当初予算案上程 市長、財政部長などから提案理由の説明
がありました。

当初予算説明会

委員会での審査に先立ち、全議員が理事
者から説明を受け、事業費の詳細や実施体
制などの質疑を通じ、予算案への理解を深
めました。

予算特別委員会（全体会）
本会議において予算特別委員会を設置し、
予算特別委員会（全体会）において、分科
会を設置して審査を依頼しました。

　　分科会審査

各委員会の審査等に併せて分科会を開催し、各所管部分の予算を審査し
ました。

予算特別委員会（全体会）

各分科会の審査結果を全体会で報告しました。市長等に見解を求める総
括質疑はありませんでした。
なお、一般会計について委員から修正動議が提出され、審査の結果、修
正案（※）を、賛成多数で可決すべきものとしました。

※議案第 2号「松本市ユースセンター条例」を否決すべきものとしたことに伴い、関連経費
を予備費に組み替えるもの

当初予算可決
予算特別委員会の委員長が全体会での審
査結果を報告し、当初予算関係議案を議決
しました。

2 月 17日　本会議（開会日）

2月 18日～ 20日

3月 4日

3月 5日～ 10日（土日を除く）

分科会 ・総務　　・厚生　　・経済文教　　・建設環境
・市役所新庁舎建設　　・市立病院建設

3 月 12日

3月 16日　本会議（閉会日）
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【町会関係費（町会デジタル化支援事業）】　　222万円

Q　町会デジタル化支援事業の内容は。
 A　町会活動の効率化を図り、生まれた余力を地域課題の解決等に活用できるよう、デジタル化を支援する
ものであり、具体的には既存アプリの調査・評価、導入するアプリの検討、モデル町会の選定および実証
実験を行う。

【ゼロカーボン推進事業費】　　7,433 万円

Q　令和 7年度の脱炭素先行地域の辞退を受けて、今後ゼロカーボンの実現に向けて
どのように取り組んでいくか。
 A　脱炭素先行地域への取組みの成果である「地域エネルギー導入支援事業」により、
地域に再生可能エネルギー事業が生まれることで、地域に還元される取組みを支援
する。また、令和 8年度にゼロカーボン実現計画を改訂するため、6年度末に策定
した市民アクションプランを計画に組み込むとともに、十分に周知を図り、市民ア
クションプランの取組みを市民運動へと広げていく。

【山岳観光推進事業費（アルプスエリアスノーリゾート再構築事業）】　　2,546 万円

Q‌ ‌　「松本市野麦峠スキー場」（特別会計）と民間の「Mt．乗鞍スノーリゾート」の
2つのスキー場を一体としてマスタープランを策定する費用を一般会計に計上し
た理由は。
 A‌ ‌　「Mt．乗鞍スノーリゾート」から出された要望書（スキー場の将来像を示すマス
タープランの作成に向けた費用の支援などを求めるもの）がきっかけとなった
が、アルプスエリア全体のスキー場が重要な観光資源であり、野麦峠スキー場も

経営が厳しいことから、併せてマスタープランを策定することとしたため、特別会計ではなく、一般会計に
計上した。
Q　「松本市野麦峠スキー場」は、その存廃について市が地元に回答する立場にあるが、マスタープランの
策定は存続ありきと捉えられるのでは。
 A　続けることを前提とした策定ではなく、続けられるかどうかの判断材料とするもので、その内容を精査
したうえで、地元や議会に相談して決めていく。

【雇用対策事業費（若者と女性に選ばれる職場環境づくり推進事業）】　　300万円

Q　若者と女性に選ばれる職場環境づくり推進事業補助金の内容と算出根拠は。
 A　令和8年度から始める事業であり、企業の人員・人材不足を解消するため、女性が働きやすい職場環境づ
くりを支援するもの。他市の状況を踏まえ、1件あたり上限額100万円を3件分想定し、計上している。
要望　企業にとっても魅力的な事業であるため、積極的に周知して欲しい。

【松本市病院事業会計予算】　　61億 5,359 万円

Q　令和8年度は3億 7千万余の赤字が見込まれる中、今後病院を経営しながらどのように赤字を圧縮して
いくか。
 A　令和 8年度は、産科・婦人科診療の縮小、診療報酬の改定があるが、国や県の医療政策に沿って適切に
対応していく。また、中長期的には、市立病院建設を控える中で、経営基盤を強固にしていくため、診療
体制全体の在り方を見直すなど、改革を順次進めていきたい。

市民目線で取り組めること
をまとめた「ゼロカーボン
市民アクションプラン in ま
つもと」

分科会審査でのQ＆A

野麦峠スキー場
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県内初のカスハラ条例を可決
若者の主体的な活動や社会参画の促進を目指した拠点

「松本市ユースセンター」の設置に関する条例案を否決
今定例会では、市長から提出された議案 77件のほか、人事 2件、
請願 2件、議会案 4件を審議し、それぞれ議決しました。

▶委員会審査の結果は P5、審議結果の一覧は P6～ 7、一般質問は P8～ 14をご覧ください。

 本会議で 12 人の議員が討論！　賛成 13、反対 15 で松本市ユースセンター条例案を否決 
【議案第 2号　松本市ユースセンター条例】（修正案）
　若者が主体となる活動が生まれる場所を提供することにより、若者の主体的な活動および社会参画の促進を図るた
め、花時計公園に隣接する旧松本献血ルームにユースセンターを開設するための条例案が提出されましたが、委員会、
本会議において賛否が分かれ、最終的に否決となりました。

 否決までの経過 

 本会議での討論の内容（抜粋） 

 県内初！市職員へのカスタマーハラスメント（カスハラ）を防止する条例が成立 
【議案第 1号　松本市職員等の公正な職務の執行を妨げる行為の防止に関する条例】
　職員の公正な職務の執行を妨げる行為等（暴力行為、暴言、大声での威嚇、謝罪の強要、居座りなど）、いわゆる「カ
スタマーハラスメント（カスハラ）」を防止する条例を賛成多数で可決しました。施行は令和 8年 4月 1日からです。

3 月 6日 〈厚生委員会／審査〉
結果：可否同数のため委員会条例第17条第 1項の規定により、委員長において「否決すべきもの」と裁決

13 日 市長からユースセンターの位置付けや機能を明確にする条文を追加するなどした条例の修正案が提出
16日 〈厚生委員会／修正案の審査〉

結果：可否同数のため委員会条例第17条第 1項の規定により、委員長において「否決すべきもの」と裁決
　　　委員長は、2月の厚生委員協議会（了承と集約）後の議論の中で事情変更があったものと判断

〈本会議〉賛成、反対それぞれの立場で 12人の議員が討論
結果：賛成 13、反対 15（退席 1）の賛成少数で否決

令和 8年 2月

定例会
2 月 17日～ 3月 16日
（会期 28日間）

【賛成】
・ワーキンググループが発足し、すでに若者が動き出してい
る。若者主体で、安心安全に活動できるよう、地域全体で支
える環境を整備することが大人の責務。
・ユースセンターは、大人が練り上げたものではなく、若者主
体でつくり上げる未完成形でスタートすべき。
・これからのまちづくりには、早い段階から若者が中心市街地
と関わることが大切。
・本件は、これまで厚生委員協議会での協議等を経て「了承」
としてきた経過がある。これを守るべき。

【反対】
・ユースセンターの在り方が不明瞭であるため、この位置が最
適な設置場所かどうか合理的判断ができない。
・ユースセンターは若者の第 3の居場所。活動を生み出すこ
とが目的となっている。
・まちづくりや中心市街地活性化のための若者活動拠点ではな
く、自由で寛容な場として再考すべき。
・市、議員、市民それぞれの抱くイメージが異なる中、開設す
れば「何かが始まる」との説明では無理があり、行政行為と
してなじまない。

可決 決　議
賛否が分かれましたが、賛成多数で可決しました。

イランをめぐる武力行使の即時停止と 
対話による平和的解決を求める決議

➡詳細については、市議会ホームページ
でご覧いただけます。

請　願
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ
り提出するものです。議員の紹介を必要とします。

松本市役所新庁舎における眺望を楽しむための 
空間（展望スペース）の土日祝日及び夜間の 

一定の時間帯に限定した開放に関する請願について

内容等詳細は 15ページをご覧ください。

採択
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会・分科会で審
査し、その審査結果を参考に本会議で議決します。今定例会の委員
会では、議案の審査のほかに、請願を審査しています。また、併せ
て委員協議会を開催し、市政の懸案事項について協議し、報告を受
けています。ここではその一部をお伝えします。

令和 8 年度松本市一般会計予算 
【東山地域観光施設事業費】

令和 4年度策定の「松本市美ケ原再生計画」にて研
究課題となっているロープウエー事業について、実現
可能性等を調査するための経費を計上するものです。

こんな質問が出ました

Q 美ケ原高原ロープウエー事業研究に関する調査
委託料について、当該調査の実施に至った経

緯、また調査の目的、内容は。

A 本調査は、美ケ原高原魅力向上事業構想会議にお
いて、施設整備だけでなく、美ケ原エリアにおけ

るアクセス性の改善や冬季利用の促進等を図るうえで、
積極的に検討すべきとの方
向性が示されたことを受け
て実施するもの。事例調査
や市民アンケートを行い、
建設の可能性や建設後の維
持管理の可能性について調
査していく。

可決
議案第 43号 経済文教分科会

松本市廃棄物の処理施設の設置及び 
管理に関する条例の一部を改正する条例

令和8年 4月から充電式電池を資源物として、焼却
灰（燃えがら）を可燃ごみとして分別回収することに伴
い、関連する条例を見直すものです。

こんな要望が出ました

焼却灰をごみステーショ
ンに捨てる際、袋が破れて
灰が外に出てしまうことが
想定されるため、対策を検
討してほしい。

可決 議案第 16号 建設環境委員会

【ゴミを捨てる際の注意点】

種類 区分 注意点

充電式電池
資源物

充電が残っていない状態で、中身の見
える透明のビニール袋に入れ、口をし
ばって、専用の回収容器に入れる。

充電式では
ない電池

袋に入れずに、専用の回収容器に入
れる。（これまでと同様）

灰
（燃えがら）

可燃
ごみ

ある程度水で湿り気を与えたうえ、
可燃ごみ専用袋に入れる。

委員会・分科会審査
の結果から

5

王ヶ頭から見える北アルプス

工事請負契約の締結について 
（令和 7 年度市道 1059 号線高質化工事）
歩きたくなる大名町通りを目指し、千歳橋から博物

館交差点まで高質化工事を行うための契約を締結する
ものです。

こんな質問が出ました

Q ‌
高質化工事の具体的な内容は。

A 大名町通りを人中心のシンボルロードとして、道
路幅を変えずに歩道を約1メートル拡幅し、歩道

と車道をフルフラット化する。歩道は自然石舗装にし、
街路樹、街路灯、フットライト等を再整備する。

Q 大名町通りを 3つの工区に分け、千歳橋側から
3年かけて工事を行う理由は。

A 工事の施工距離や期間が長くなるため、3工区に
分けて平準化を図った。また大名町通りの地下に

埋設された、ガス管、上下
水道管の更新工事につい
て、関係事業者と調整した
結果、南側から整備する必
要があると判断し、道路工
事も同様に行うこととした。

可決
議案第 60号 総務委員会

大名町通り整備イメージ図

消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、 
薬の追加負担を行わないことを求める請願書

OTC類似薬 77 成分、約 1,100 品目の医薬品につ
いて、追加負担をすることで受診控えや受診遅れにつ
ながる恐れがあるため、追加負担を行わないことを求
める意見書を国に提出するよう求める請願です。

こんな意見が出ました

 賛成意見  ・経済的理由により処方薬の購入を諦め
る方がいる中で、さらなる負担を強いることは国民
皆保険制度に反する。
　・医療費の抑制という観点からは効果はあると思う
が、国における社会保障費の議論が深まっていない
現状においては、従来どおりにすべきである。
 反対意見  ・「追加負担を行わないことを求める」と
いう強い表現には賛同
できない。
　・医療費の増大を抑える
必要がある中で、国の動
向を注視しながらもう少
し慎重に議論を重ねてい
くべきである。

採択
請願第 2号 厚生委員会　　

充電式電池に記載されているリサ
イクルマーク（※マークがないも
のも回収の対象です。）



まつもと市議会だより
vol.212 6まつもと市議会だより
vol.213 6

詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建

　　：賛否の分かれた議案など　

審　議　結　果

条例
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 松本市職員等の公正な職務の執行を妨げる行為
の防止に関する条例 総 可決 可決

2 松本市ユースセンター条例 厚 否決 否決
3 松本市工場立地法準則条例 経

可決 可決

4 旅費制度の見直しに伴う関係条例の整理に関す
る条例 総

5 松本市駅前会館条例等の一部を改正する条例 総
6 松本市行政手続条例の一部を改正する条例 総
7 松本市組織条例の一部を改正する条例 総

8 松本市福祉医療費給付金条例の一部を改正する
条例 厚

9
松本市老人デイサービスセンター条例及び松本
市波田保健福祉センター条例の一部を改正する
条例

厚

10 松本市介護保険条例の一部を改正する条例 厚
11 松本市手数料条例の一部を改正する条例 厚
12 松本市児童遊園条例の一部を改正する条例 厚

13 松本市子どもの権利に関する条例の一部を改正
する条例 厚

14 松本市火入れに関する条例の一部を改正する条
例 建

15 松本市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一
部を改正する条例 建

16 松本市廃棄物の処理施設の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例 建

17 松本市公設地方卸売市場条例の一部を改正する
条例 経

18 松本市営住宅条例の一部を改正する条例 建
19 松本市下水道条例の一部を改正する条例 建

20 松本市特別職の職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例 総

21
松本市職員の給与に関する条例及び松本市会計
年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例

総

22 松本市本郷婦人会館条例を廃止する条例 経
23 松本市安曇育成館条例を廃止する条例 厚
24 松本市林業センター条例を廃止する条例 建

25 松本市四賀新林業構造改善施設条例を廃止する
条例 建

26 松本市多目的研修センター条例を廃止する条例 経
27 松本市下水道事業基金条例を廃止する条例 建

71 松本市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例 厚

予算
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

28 令和 7年度松本市一般会計補正予算（第 9号）
4常任
市役所
新庁舎

可決 可決

29 令和 7年度松本市母子父子寡婦福祉資金貸付金
特別会計補正予算（第 1号） 厚

30 令和 7年度松本市霊園特別会計補正予算（第 2
号） 建

31 令和 7年度松本市国民健康保険特別会計補正予
算（第 2号） 厚

32 令和 7年度松本市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第 2号） 厚

33 令和 7年度松本市介護保険特別会計補正予算
（第 2号） 厚

34 令和 7年度松本市公設地方卸売市場特別会計補
正予算（第 2号） 経

35 令和 7年度松本市市街地駐車場事業特別会計補
正予算（第 1号） 経

可決 可決

36 令和 7年度松本市松本城特別会計補正予算（第
3号） 経

37 令和 7年度松本市上高地観光施設事業会計補正
予算（第 1号） 総

38 令和 7年度松本市地域排水施設事業会計補正予
算（第 2号） 建

39 令和 7年度松本市水道事業会計補正予算（第 5
号） 建

40 令和 7年度松本市下水道事業会計補正予算（第
4号） 建

41 令和 7年度松本市農業集落排水事業会計補正予
算（第 2号） 建

42 令和 7年度松本市病院事業会計補正予算（第 2
号） 厚

43 令和 8年度松本市一般会計予算 予算
特別

修正
可決

修正
可決

44 令和 8年度松本市母子父子寡婦福祉資金貸付金
特別会計予算

予算
特別

可決 可決

45 令和 8年度松本市霊園特別会計予算 予算
特別

46 令和 8年度松本市国民健康保険特別会計予算 予算
特別

47 令和 8年度松本市後期高齢者医療特別会計予算 予算
特別

48 令和 8年度松本市介護保険特別会計予算 予算
特別

49 令和 8年度松本市公設地方卸売市場特別会計予
算

予算
特別

50 令和 8年度松本市市街地駐車場事業特別会計予
算

予算
特別

51 令和 8年度松本市奈川観光施設事業特別会計予
算

予算
特別

52 令和 8年度松本市松本城特別会計予算 予算
特別

53 令和 8年度松本市上高地観光施設事業会計予算 予算
特別

54 令和 8年度松本市地域排水施設事業会計予算 予算
特別

55 令和 8年度松本市水道事業会計予算 予算
特別

56 令和 8年度松本市下水道事業会計予算 予算
特別

57 令和 8年度松本市農業集落排水事業会計予算 予算
特別

58 令和 8年度松本市病院事業会計予算 予算
特別

契約
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

59 工事請負契約の締結について（令和 7年度松本
市波田中央運動広場建設工事） 総

可決 可決

60 工事請負契約の締結について（令和 7年度市道
1059号線高質化工事） 総

61 工事請負契約の締結について（令和 7年度市道
沢渡 2号線湯川 1号橋上部工工事） 総

62 工事請負契約の締結について（令和 6年度上高
地新村橋上部工工事）の議決更正について 総

63 工事請負契約の締結について（令和 7年度市道
1054号線道路改良工事）の議決更正について 総

道路
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

64 市道の認定について 建 可決 可決



‌ ○：賛成　　　×：反対　　　―：不在　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）
‌ 会派名
‌ 議員名

議案
番号

誠の会 政友会 開明 松本市議会
公明党 まつも都 日本共産党

松本市議団

中
山
　英
子

宇
留
賀
　響

土
屋
　眞
一

今
井
ゆ
う
す
け

犬
飼
　信
雄

阿
部
　功
祐

太
田
　更
三

こ
ば
　陽
子

太
田
　正
德

和
久
井
　悟

西
澤
　郁
弥

牛
丸
　仁
志

村
上
　幸
雄

中
島
　昌
子

菊
地
　
　徹

吉
村
　幸
代

川
久
保
文
良

上
條
　
　温

芝
山
　
　稔

大
久
保
美
由
紀

内
田
　麻
美

上
條
美
智
子

近
藤
　晴
彦

花
村
　恵
子

神
津
ゆ
か
り

上
條
　一
正

横
内
　裕
治

宗
田
ま
ゆ
美

塩
原
　孝
子

犬
飼
　明
美

1、28、46、47、55 ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

2 ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ― × × ×

43（修正案）、請2、議3、議4 × × × × × 議 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど
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その他
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

65 辺地に係る総合整備計画の変更について 総

可決 可決

66 訴えの提起について 総
67 松塩筑木曽老人福祉施設組合規約の変更について 厚

68 公の施設の指定管理者の指定について（松風園）
の変更について 厚

69 公の施設の指定管理者の指定について（松風園） 厚
70 包括外部監査契約の締結について 総

報告
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

報 1 令和 7年度松本市一般会計補正予算（第 7号） 4常任

承認 承認

報 2 令和 7年度松本市一般会計補正予算（第 8号） 総

報 3 令和 7年度松本市地域排水施設事業会計補正予算（第 1号） 建

報 4 令和 7年度松本市水道事業会計補正予算（第 4号） 建

報 5 令和 7年度松本市下水道事業会計補正予算（第3号） 建

報 6 令和 7年度松本市農業集落排水事業会計補正予算（第 1号） 建

人事
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

72 松本市・山形村・朝日村中学校組合議会議員の
選出について ― ― 同意

― 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ることについて ― ― 同意

請願
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

請 1
松本市役所新庁舎における眺望を楽しむための
空間（展望スペース）の土日祝日及び夜間の一定
の時間帯に限定した開放に関する請願について

市役所
新庁舎 採択 採択

請 2 消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の追加負担を行わないことを求める請願書 厚

議会案
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

議 1 松本市議会傍聴規則の一部を改正する規則 ― ―

可決

議 2 松本市議会委員会傍聴規則の一部を改正する規則 ― ―

議 3 OTC類似薬の追加負担を行わないことを求める意見書 ― ―

議 4 イランをめぐる武力行使の即時停止と対話による平和的解決を求める決議 ― ―

　 経済懇談会
　議員研修の一環として、長野県内を中心
とした経済動向などの理解を深めるため、
毎年「経済懇談会」を開催しています。
　今年度は、日本銀行松本支店の真

さな
川
がわ
伸
のぶ
樹
き

支店長を講師にお迎えし、「最近の金融経
済情勢」と題してお話を伺いました。

R8 年 1月 30日（金） スマート農業推進施策に関する専門的調査
結果報告会

　松本市議会では、議会からの提案により松本市農林業振
興条例にスマート農林業を推進する旨の規定を追加する等
の改正を行いました。
　この改正の施行状況を検証するため、関西学院大学法学
部の小

お
川
がわ
大
やま と
和教授に農業者や行政機関へのアンケート調査

結果の統計的な分析やヒアリング調査の実施を含む専門的
知見を活用した調査を、令和 7年 12月から実施していた
だきました。
　今般、調査が完了したため、全議員が出席して、小川教
授から調査結果のご報
告をいただきました。
この調査結果を踏まえ、
条例改正施行から5年
が経過する令和8年度
に、改めて議会として
条例改正の検証を行い
ます。

R8 年 3月 23日（月）

政策討論会
　議会独自の政策立案と提言を目指して、常任委員会では年間を通じ
て各所管事項について調査研究を行っています。
　市長への提言に向けて、令和 7年度に各委員会で取り組んだ調査研
究について、全議員による政策討論会を行いました。

〈各委員会の調査研究テーマ〉
総務委員会　　　　「移住・定住の促進について」
厚生委員会　　　　‌‌「結婚支援を含む若者の未来設計への支援について」
経済文教委員会　　「松本市公設地方卸売市場について」
建設環境委員会　　‌‌「民間事業者・地域コミュニティと連携した空家等

の対策について」

R8 年 3月 27日（金）

1月から3月まで
の議会活動の中か
らピックアップして
お伝えします

活動レポート
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用語
解説

一般質問
ここが聞きたい !!

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
2月定例会では、20人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展開
しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページで見
ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。

セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
置

小
澤
征
爾
氏
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
、
本

市
の
音
楽
文
化
を
学
べ
る
施
設
と
し
て
、

市
役
所
本
庁
舎
移
転
後
の
跡
地
に
、
小
澤

征
爾
記
念
館
の
設
置
を
提
案
す
る
が
、
市

長
の
考
え
は
。

市
長
　
本
庁
舎
側
敷
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
松
本
城
太
鼓
門
の
正
面
に
位
置
す
る

歴
史
的
な
価
値
や
景
観
上
の
魅
力
と
い
う

視
点
を
共
有
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
議
論

を
重
ね
た
上
で
、
多
様
な
立
場
の
方
々
か
ら

ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
る
な
ど
、
方
針
の
決
定
に

向
け
、
令
和
８
年
度
か
ら
検
討
に
着
手
す

る
。一
方
で
、
小
澤
征
爾
永
世
総
監
督
が
本

市
に
も
た
ら
し
た
文
化
的
・
国
際
的
な
功

績
は
極
め
て
大
き
く
、
そ
の
足
跡
と
芸
術

的
理
念
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
私

た
ち
の
重
要
な
責
務
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

来
年
の
市
政
施
行
１
２
０
周
年
と
い
う
節

目
を
、
松
本
を
愛
し
て
い
た
だ
い
た
「
世
界

の
オ
ザ
ワ
」
を
顕
彰
す
る
好
機
と
捉
え
、
ご

遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
と
相
談
し
な
が
ら
、

方
法
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
引
き
こ
も
り
と
支
援
体
制
の
強
化

▪
使
用
済
み
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
処
理

▪
Ｏ
Ｍ
Ｆ
２
０
２
６

太お
お
田た

　
正ま
さ
德の
り

政
友
会

デ※
１

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
防

災
・
防
犯
情
報
の
提
供

松
本
駅
前
広
場
に
設
置
予
定
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
に
は
、
交
通
案
内
に
加
え
、

防
災
・
防
犯
情
報
を
表
示
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
災
害
発
生
時
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
や
Ｌ※

２

ア
ラ
ー
ト
の
発
報
と
い
っ
た
災
害

情
報
を
自
動
表
示
す
れ
ば
、
避
難
行
動
に

役
立
つ
。
ま
た
、
事
件
発
生
時
に
、
容
疑

者
の
情
報
を
表
示
す
れ
ば
、
市
民
の
安
全

確
保
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
は
。

文
化
観
光
部
長
　
防
災
・
防
犯
情
報
の
提

供
は
、
市
民
お
よ
び
観
光
客
の
安
全
性
を

高
め
る
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
令
和
８

年
度
に
策
定
予
定
の
観
光
危
機
管
理
計
画

と
連
動
し
、
松
本
駅
自
由
通
路
内
に
、
即

時
性
の
高
い
情
報
の
提
供
が
可
能
な
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
設
置
を
検
討
し
て
い

る
。
令
和
８
年
６
月
補
正
予
算
に
宿
泊
税

を
原
資
と
し
て
必
要
経
費
を
計
上
し
、
交

通
案
内
と
は
別
に
、
よ
り
有
効
で
的
確
な

多
言
語
で
の
情
報
発
信
体
制
を
整
備
す
る
。

QA 質問項目

▪
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

▪
公
共
交
通

西に
し
澤ざ
わ

　
郁ふ
み
弥や

政
友
会

※ 1　デジタルサイネージ　ディスプレイなどの電子媒体を使用して、広告や案内などの情報を発信するシステムの総称
※ 2　L アラート　災害発生時に地域住民等に対して必要な情報を迅速かつ効率的に伝達する「災害情報共有システム」。総
務省が普及促進を図る
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用語
解説

新
病
院
の
建
設
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
建
設
業
務
の
中
止
が
幾
度
と
な

く
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
市
立
病
院
と
し

て
の
役
割
を
明
確
に
し
、
持
続
可
能
な
経

営
を
基
本
と
し
て
、
建
設
計
画
を
進
め
て

い
く
方
針
は
理
解
し
て
い
る
が
、
本
当
に

新
病
院
が
建
設
で
き
る
の
か
市
民
は
不
安

に
感
じ
て
い
る
。
病
院
開
設
者
と
し
て
、

市
長
の
建
設
に
対
す
る
姿
勢
を
伺
う
。

市
長
　
市
立
病
院
は
、
長
年
、
西
部
地
域

の
医
療
の
要
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。一
方
で
、
医
療
事
故
に
よ
る
分
娩
機
能

の
廃
止
、
さ
ら
に
、
国
が
策
定
予
定
の
「
新

た
な
地
域
医
療
構
想
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な

ど
に
対
応
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

松
本
市
立
病
院
建
設
基
本
計
画
見
直
し
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
新
た
な
医
療
政
策

と
の
整
合
性
や
、
新
病
院
の
役
割
、
機
能
等

に
つ
い
て
諮
問
、
３
月
末
ま
で
に
答
申
を
受

け
る
予
定
で
あ
る
。
市
立
病
院
を
西
部
地
域

の
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
、
新
病
院

建
設
の
早
期
実
現
の
た
め
、
検
討
委
員
会
の

答
申
を
最
大
限
尊
重
し
、
速
や
か
に
計
画
の

見
直
し
に
着
手
し
た
い
。

QA 質問項目

▪
危
機
管
理
行
政
に
つ
い
て
　
▪
幹
線
道
路
網
に

つ
い
て
　
▪
平
成
の
合
併
に
つ
い
て
　
▪
市
立

病
院
の
建
設
に
つ
い
て

牛う
し
丸ま
る

　
仁ひ
と
志し

政
友
会

リ※
３

ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
全
市
展
開

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
の
子
ど

も
た
ち
に
良
い
変
化
が
見
ら
れ
る
一
方
、

非
指
定
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
差
が
拡
大

す
る
の
で
は
と
懸
念
す
る
。
教
育
の
質
と

公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
に
も
、
学
都
松

本
と
し
て
学
び
の
改
革
を
早
期
に
全
市
展

開
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
は
。

教
育
監
　
指
定
校
以
外
で
も
授
業
改
善
が

進
み
、
教
職
員
の
意
識
変
容
も
見
ら
れ
る

が
、
学
校
全
体
の
動
き
と
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
令
和
８
年
度
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
取
組
み
を
参
考
に
、
全
小
中
学

校
が
目
標
と
改
革
内
容
を
定
め
、
挑
戦
し

続
け
る
体
制
を
つ
く
る
。
具
体
的
に
は
、
目

指
す
姿
を
「
み※

４

ん
な
の
未
来
の
学
校
（
み
ん

ミ
ラ
）」
と
し
て
共
有
し
、
先
進
校
視
察
等

へ
の
財
政
支
援
を
全
市
立
小
中
学
校
に
広

げ
る
。
ま
た
、
全
学
校
を
グ
ル
ー
プ
分
け

し
、
実
践
交
流
を
通
じ
た
相
互
学
習
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
。
改
革
の
経
験
が
浅
い

学
校
に
は
、
教
育
委
員
会
が
伴
走
支
援
を

行
い
、
す
べ
て
の
学
校
が
学
び
の
改
革
に
取

り
組
む
「
学
都
松
本
」
を
目
指
す
。

QA 質問項目

▪
学
都
松
本
・
学
び
の
改
革

▪
令
和
の
住
民
自
治

こ
ば
　
陽よ
う
子こ

政
友
会

中
学
校
備
品
の
楽
器
の
整
備

吹
奏
楽
部
で
使
用
し
て
い
る
学
校
備
品
の

楽
器
は
、
購
入
か
ら
30
年
以
上
経
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
劣
化
が
著
し
く
、
現
在

進
行
形
の
問
題
で
あ
る
。
部
活
動
の
地
域

移
行
を
見
据
え
た
今
後
の
楽
器
購
入
や
修

繕
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
監
　
吹
奏
楽
部
が
使
用
し
て
い
る
学

校
備
品
の
楽
器
は
、
各
中
学
校
が
実
情
に

応
じ
て
修
繕
、
購
入
す
る
ほ
か
、
音
楽
科

教
員
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
が
市
全
体
の

状
況
を
踏
ま
え
て
選
定
・
購
入
も
し
て
お

り
、
県
内
他
市
と
比
較
し
て
も
手
厚
い
予

算
を
充
て
て
い
る
。
地
域
移
行
後
も
持
続

可
能
な
活
動
と
す
る
た
め
に
は
、
楽
器
の

購
入
や
修
繕
に
つ
い
て
、
現
状
規
模
の
支

援
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
。
令
和
７
年
12

月
か
ら
始
め
た
、
専
門
業
者
に
よ
る
楽
器

の
状
態
点
検
・
数
量
調
査
等
の
結
果
を
踏

ま
え
、
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
と
子
ど
も

た
ち
の
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
思

い
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
最
善
の
支
援
策

や
体
制
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て

▪
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

大お
お
久く

保ぼ

　
美み

由ゆ

紀き

松
本
市
議
会
公
明
党

※ 3　リーディングスクール　本市では、子ども主体の授業づくり、学校づくりを目指して、大胆かつ柔軟な取組みにチャ
レンジしようとする学校を「リーディングスクール」として支援している。その取組みを広げることで、学びの改革、子ど
も中心の授業づくり学校づくりへの気風が一層あふれる松本の教育を実現させたいとの考えから、「リーディングスクール
matsumoto サポート事業」を策定している
※ 4　みんなの未来の学校（みんミラ）　市内すべての小中学校が目指す姿として掲げたもの。「みんな」とは、児童生徒、
保護者、教職員、地域・社会の方など、すべての人を指し、「未来の学校」とは、これまでの「当たり前」や「ふつう」を見
返し、子どもの視点に立った新たな学校づくり、授業づくりに挑戦し続ける学校のこと
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用語
解説

「
日※

６

本
の
都
市
特
性
評
価
」
結
果
へ
の
見
解

本
市
は
、
日
本
の
都
市
特
性
評
価
（
Ｊ
Ｐ

Ｃ
）
で
、
２
０
２
３
年
に
１
３
６
都
市
中
８

位
の
過
去
最
高
位
と
な
っ
た
。
２
０
２
５
年

は
12
位
で
、
上
は
８
位
に
中
核
市
の
金
沢

市
、
10
位
に
つ
く
ば
市
、
そ
れ
以
外
は
全

て
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
状
況
を
考
慮
す

る
と
、
総
合
的
に
高
評
価
を
得
て
い
る
と

考
え
る
。
２
０
２
５
年
の
結
果
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

総
合
戦
略
局
長
　
評
価
結
果
を
前
向
き
に

捉
え
て
い
る
。
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
民

間
調
査
や
評
価
指
標
が
多
数
存
在
す
る
た

め
、
冷
静
に
分
析
す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
前
提
で
、
同
調
査
開
始
以
降
、

20
あ
る
政
令
指
定
都
市
を
含
む
中
で
常
に

10
位
前
後
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
総

合
的
に
高
評
価
を
得
て
い
る
結
果
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
本
市
の
強
み
が
客
観
的
指

標
で
示
さ
れ
た
分
野
は
、
都
市
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
裏
付
け
る
材
料
と
捉
え
て
い
る
。

デ
ー
タ
を
効
果
的
に
活
用
し
、
都
市
と
し

て
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
政
策
づ
く
り
に
つ
い
て

▪
松
本
市
の
財
政
に
つ
い
て

近こ
ん
藤ど
う

　
晴は
る
彦ひ
こ

松
本
市
議
会
公
明
党

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
紐
づ
け

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
紐
づ
け
ら
れ
る
と
、
Ｐ※

５

Ｍ
Ｈ
対

応
の
医
療
機
関
・
薬
局
等
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
と

し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。「
受

給
者
証
の
紛
失
、
持
参
忘
れ
に
よ
る
再
来

院
や
自
己
負
担
発
生
を
防
止
で
き
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
上
で
資
格
情
報
を
確
認
で
き

る
。」
と
導
入
を
希
望
す
る
声
も
あ
る
。

早
期
対
応
を
求
め
た
い
が
、
現
状
の
取
り

組
み
状
況
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
ど
も
若
者
部
長
　
福
祉
医
療
費
制
度
は

地
方
単
独
医
療
助
成
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
の
紐
づ
け
は
、
各
自
治
体
の
判

断
と
な
る
。
利
便
性
を
考
慮
し
、
令
和
８

年
度
中
に
導
入
す
る
方
向
で
シ
ス
テ
ム
業

者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
は
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
実

施
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
医
療
費
助
成
の
資
格
情
報
が
確
認
で

き
る
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
る
。

QA 質問項目

▪
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て
　
▪
福
祉
医
療
費
に
つ
い
て
　

▪
松
本
市
立
病
院
に
つ
い
て
　
▪
ゴ
ジ
ラ
博
招
致
と
山
崎
貴

監
督
の
功
績
を
た
た
え
る
施
設
整
備
に
つ
い
て

上か
み

條じ
ょ
う

　
美み

智ち

子こ

松
本
市
議
会
公
明
党

路
面
電
車
再
導
入
の
可
能
性

電
車
浅
間
線
の
廃
止
以
降
、
Ｌ※

７

Ｒ
Ｔ
を
含

め
路
面
電
車
の
再
導
入
を
検
討
し
た
際
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
や
評
価
指
標
、
分
析
項

目
等
に
基
づ
き
検
討
し
た
の
か
。
現
在
の

人
口
構
造
や
交
通
需
要
等
に
合
わ
せ
て
再

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解

は
。
ま
た
、
他
市
の
成
功
事
例
と
も
い
え

る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
実
績
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

交
通
部
長
　
平
成
27
年
に
実
施
し
た
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
研
究
で
は
、
上
高
地
線
の
高
質
化
と

中
心
市
街
地
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
、
技
術

的
・
法
的
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

想
定
ル
ー
ト
案
を
複
数
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
効
果
や
課
題
を
整
理
し
た
。
道
路
の
幅

員
や
勾
配
等
、
当
時
の
研
究
項
目
は
現
在

も
大
き
な
変
化
が
な
く
、
再
検
証
の
必
要

は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
富
山
市
や
宇

都
宮
市
で
導
入
し
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
渋

滞
緩
和
、
輸
送
力
の
増
加
、
環
境
負
荷
の

低
減
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
寄
与

し
た
事
例
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

QA 質問項目

▪
公
共
交
通
に
つ
い
て

宇う

留る

賀が

　
響
ひ
び
き

誠
の
会

※ 5　PMH（Public Medeical Hub）　デジタル庁が開発した情報連携システム。自治体等の行政機関と病院・薬局等の関
係機関で必要な情報を安全に交換できる
※ 6　日本の都市特性評価（JPC）　森記念財団都市戦略研究所が日本の主要都市（政令指定都市、県庁所在地、東京 23 区
など 136 都市）を 6 分野（経済・ビジネス、研究・開発、文化・交流、生活・居住、環境、交通・アクセス）計 87 の指標
で評価する調査
※ 7　LRT　Light Rail Transit（ライト・レール・トランジット）の略称で、次世代型路面電車システムのこと。低床式車
両の活用や軌道・電停の改良による乗降の容易性、定時性、速達性、快適性等の面で優れた特徴を有する
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用語
解説

市
公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
へ
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
を

安
全
安
心
に
過
ご
せ
る
保
育
環
境
を
整
え

る
た
め
の
最
善
策
が
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
市
内
私
立

保
育
施
設
で
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
市
公
立
園
で
も
早
急

に
設
置
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

市
長
　
現
在
、
市
公
立
保
育
園
・
幼
稚
園

に
は
固
定
式
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
な
い
。

そ
の
上
で
、
不
審
者
の
侵
入
に
備
え
て
門

や
玄
関
口
に
設
置
す
る
、
防
犯
を
目
的
と

し
た
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
園
児
や
保
育
士

の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
早
期
に
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、
保
育

士
の
保
育
や
園
児
の
行
動
を
記
録
す
る
た

め
の
、
保
育
室
内
に
設
置
す
る
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
は
、
保
育
士
や
保
護
者
の
受
け
止
め

を
考
慮
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
保

育
士
が
の
び
の
び
と
子
ど
も
た
ち
に
向
き

合
え
る
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

導
入
の
可
否
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
保
育
行
政
（
不
適
切
保
育
）
に
つ
い
て

▪
保
育
行
政
（
待
機
児
童
）
に
つ
い
て

犬い
ぬ
飼か
い

　
信の
ぶ
雄お

誠
の
会

西
山
地
域
の
猿
対
策

西
山
地
区
の
サ
ル
の
群
れ
は
、
こ
の
ま
ま

だ
と
増
え
る
一
方
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
個

体
数
を
減
ら
す
方
法
と
し
て
、
一
頭
の
捕

獲
檻
、
括
り
罠
か
ら
、
４
ｍ
の
大
型
捕
獲

檻
を
用
い
て
群
れ
ご
と
捕
獲
で
き
る
罠
の

設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
　
本
市
で
は
現

在
、
固
定
式
の
大
型
檻
を
梓
川
地
区
で
１

基
、
奈
川
地
区
で
２
基
設
置
し
て
い
る

が
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
檻
の
位
置
を
覚
え
る

た
め
、
設
置
直
後
の
捕
獲
以
降
は
、
同
じ

群
れ
は
檻
に
は
入
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
令
和
８
年
度
は
新
た

に
、
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
可
能
な
大
型
捕
獲

檻
を
、
サ
ル
の
被
害
が
多
い
奈
川
地
区
で

導
入
し
、
効
果
の
検
証
を
行
う
。
他
地
区

へ
の
拡
大
に
つ
い
て
も
、
検
証
結
果
や
他

市
の
実
績
、
檻
の
設
置
や
見
回
り
な
ど
に

不
可
欠
な
地
域
住
民
の
協
力
体
制
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
野
外
消
火
栓
の
ホ
ー
ス
格
納
箱
に
つ
い
て

▪
西
山
地
域
の
猿
対
策
に
つ
い
て

▪
中
部
縦
貫
自
動
車
道
に
つ
い
て

土つ
ち
屋や

　
眞し
ん
一い
ち

誠
の
会

松
本
城
を
核
と
す
る
中
心
市
街
地
の
回
遊
性

松
本
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

は
今
年
で
５
年
目
の
節
目
を
迎
え
る
が
、

そ
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
指
標
で
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

ま
た
、松
本
城
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト
導
入
は
、

周
辺
の
商
店
街
や
街
な
か
へ
の
回
遊
に
ど

の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
る
か
。

文
化
観
光
部
長
　
来
場
者
４
０
２
名
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
宿
泊
率
は
29
％
、
市

内
宿
泊
者
は
推
計
で
３
８
、２
８
０
人
、
平

均
消
費
額
は
４
３
、０
１
７
円
で
あ
り
、
経

済
効
果
は
16
億
円
を
超
え
る
と
試
算
さ
れ

た
。
冬
季
観
光
の
閑
散
期
対
策
と
し
て
は
成

果
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
回
遊
性
や
滞
在

時
間
等
は
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
、
今
後

は
携
帯
電
話
の
ロ
グ
を
用
い
た
モ
バ
イ
ル
空

間
統
計
を
活
用
し
、
定
量
的
な
評
価
体
制

の
整
備
を
検
討
し
た
い
。
電
子
チ
ケ
ッ
ト
は

待
ち
時
間
が
少
な
く
好
評
だ
が
、
旧
開
智

学
校
等
と
の
電
子
共
通
券
は
利
用
率
が
約

17
％
と
低
く
、
利
用
促
進
が
回
遊
性
向
上

の
鍵
だ
と
考
え
る
。

QA 質問項目

▪「
商
都
松
本
」
の
行
方
と
ま
ち
の
回
遊
性

▪「
み
ん
な
の
未
来
の
学
校
」（
み
ん
ミ
ラ
）
と
松
本
ら
し
い
教
育
の
方
向
性

▪
信
州
や
ま
な
み
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て

中な
か
山や
ま

　
英え
い
子こ

誠
の
会
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用語
解説

首
相
の
解
散
権

２
月
８
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
当
た
り
、
首
相
に
よ
る
突

然
の
衆
議
院
解
散
は
、
憲
法
違
反
で
は
な

い
か
と
の
議
論
が
あ
っ
た
。
首
相
に
解
散

権
は
あ
る
の
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
衆
議
院
の

解
散
は
、
内
閣
不
信
任
決
議
が
可
決
し
た

際
の
「
69
条
解
散
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
大
半
の
場
合
は
、
内
閣
の
助
言
と
承

認
に
よ
り
天
皇
が
行
う
国
事
行
為
の
一
つ

「
７
条
解
散
」
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
の
解
散
も
、
憲
法
７
条
に
基
づ
き
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
憲
法
違
反
に
は
当

た
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
自
由
に
衆
議
院
の
解
散
権
を
行
使
で

き
る
仕
組
み
で
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
議
論
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

衆
議
院
の
任
期
は
４
年
で
あ
り
、
任
期
に

対
し
比
較
的
短
期
間
に
解
散
が
行
わ
れ
る

こ
と
は
、
権
力
の
抑
制
や
政
治
の
安
定
と

い
う
観
点
か
ら
、
必
ず
し
も
望
ま
し
い
姿

で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

QA 質問項目

▪
総
選
挙
の
結
果
を
ど
う
見
る
か

▪
保
育
園
の
完
全
給
食
化

犬い
ぬ
飼か
い

　
明あ
け
美み

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

不
登
校
支
援
と
学
校
教
育
の
在
り
方

過
度
な
競
争
と
管
理
が
子
ど
も
た
ち
を
窮

屈
に
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
教※

８

育
基
本
法

の
改
正
後
、
平
成
24
年
か
ら
令
和
２
年
の

間
に
不
登
校
児
童
生
徒
が
３
倍
と
な
り
、

未
だ
に
増
加
し
て
い
る
。
安
心
し
て
通
え

る
学
校
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
教
育

長
の
「
み
ん
ミ
ラ
」
に
込
め
た
思
い
や
目

指
す
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
一
斉
一
律
の
同
調
圧
力
か
ら
、

互
い
の
違
い
を
尊
重
し
、
協
力
し
て
働
く

協
働
へ
、
競
争
か
ら
共
創
へ
と
学
校
が
変

わ
る
べ
き
で
あ
る
。
先
生
の
顔
色
を
う
か

が
っ
た
り
、
他
者
と
比
べ
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
な
く
生
活
で
き
る
環
境
が
実
現
す
る

こ
と
で
、
学
校
に
足
の
向
か
な
い
子
ど
も

が
減
る
の
で
は
な
い
か
。「
み
ん
ミ
ラ
」

の
実
現
に
よ
り
、
笑
顔
に
な
れ
る
学
校
づ

く
り
の
推
進
、
個
々
に
応
じ
た
学
び
の
場

の
提
供
に
注
力
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が

充
実
し
た
人
生
と
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る

当
事
者
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
老
人
福
祉
施
設
の
公
的
役
割
に
つ
い
て
　
▪
不
登
校
支

援
と
学
校
教
育
の
あ
り
か
た
　
▪
申
請
し
や
す
く
利
用

し
や
す
い
生
活
保
護
　
▪
松
本
市
の
広
報
に
つ
い
て

塩し
お
原は
ら

　
孝た
か
子こ

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

㈱
松
本
山
雅
取
締
役
と
し
て
の
今
後
の
対
応

市
長
は
令
和
７
年
12
月
定
例
会
閉
会
あ
い

さ
つ
で
、
松
本
山
雅
を
「
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｓ
ｏ
ｕ

ｌ
」
で
応
援
し
て
い
く
強
い
決
意
を
述
べ

た
。
そ
の
視
点
か
ら
、
現
在
の
責※

９

任
限
定

契
約
内
容
を
見
直
し
、
社
外
取
締
役
を
総

合
戦
略
局
長
か
ら
、
リ
ス
ク
を
負
え
る
副

市
長
に
し
、
経
営
に
対
し
新
し
い
視
点
で

発
言
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

総
合
戦
略
局
長
　
責
任
限
定
契
約
は
、
社

外
取
締
役
が
法
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
会

社
に
対
し
て
誠
実
に
行
動
す
る
こ
と
、
会

社
の
財
産
や
事
業
を
注
意
深
く
管
理
・
監

督
す
る
こ
と
」
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い

た
め
、
現
行
の
形
で
維
持
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
人
事
は
適
切
な

時
期
に
決
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
松
本
山

雅
が
「
郷
土
の
誇
り
、
市
民
の
プ
ラ
イ
ド
」

を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
持
続
的
に
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
関
係
者
と
調
整
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
松
本
市
立
病
院
建
設
基
本
計
画
見
直
し

▪
㈱
松
本
山
雅
へ
の
支
援

上か
み

條じ
ょ
う

　
一か
ず
正ま
さ

ま
つ
も
都

※ 8　教育基本法の改正　日本国憲法の精神に基づき、教育の目的、理念、および日本の教育制度の根本を定めた法律で、
平成 18年に全面改正された
※ 9　責任限定契約　役員等が任務を怠り、会社に対し損害を与えた場合に負う損害賠償責任について、一定の要件を満た
すことで、その責任の一部が免除される契約。役員等が安心して役職を務められる環境を提供できる
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用語
解説

美
ケ
原
の
魅
力
向
上

令
和
８
年
度
予
算
に
お
い
て
、
ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
の
可
能
性
調
査
の
費
用
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
多
く
の
可
能
性
を
探
り
つ

つ
、
市
民
の
声
に
応
え
る
調
査
と
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
も
視

野
に
入
れ
、
地
元
や
関
係
団
体
等
の
意
見

を
聴
取
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
視
点
を
含

む
幅
広
い
調
査
に
な
る
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

文
化
観
光
部
長
　
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
調
査

は
、「
松
本
市
美
ケ
原
再
生
計
画
」
に
お

い
て
研
究
課
題
と
位
置
付
け
て
お
り
、

「
松
本
市
美
ケ
原
高
原
魅
力
向
上
事
業
構

想
会
議
」
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
て
、
専

門
事
業
者
に
委
託
し
て
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
事
業
の
実
現
可
能
性
評
価
と
取
組

み
方
針
策
定
に
必
要
な
情
報
整
備
を
目
的

と
し
て
い
る
が
、
複
数
の
ル
ー
ト
パ
タ
ー

ン
に
応
じ
た
輸
送
能
力
や
環
境
負
荷
等
を

考
慮
し
た
最
適
な
輸
送
手
段
の
検
討
や
、

市
民
意
見
の
把
握
等
を
含
む
、
幅
広
い
調

査
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA 質問項目

▪
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
行
政
の
関
与

花は
な
村む
ら

　
恵け
い
子こ

ま
つ
も
都

下
水
道
事
業
へ
の
ウ※1

※

ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入

大
規
模
下
水
道
施
設
へ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ

Ｐ
Ｐ
導
入
検
討
の
際
に
は
、
民
間
事
業
者

に
対
す
る
監
督
体
制
や
、
危
機
管
理
体
制

の
構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

は
。

上
下
水
道
局
長
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
で

は
、
業
務
は
民
間
事
業
者
に
シ
フ
ト
す
る

が
、
自
治
体
が
民
間
事
業
者
に
対
す
る
監

督
を
行
い
続
け
る
体
制
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
移
行
し
な
い

処
理
区
を
残
し
、
引
き
続
き
業
務
に
携
わ

る
こ
と
で
、
技
術
力
を
保
持
し
、
監
督
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。
危
機
管
理
体
制
と

し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
契
約
書
の
中
で
災

害
や
事
故
な
ど
具
体
的
な
リ
ス
ク
分
担
を

定
め
、
協
力
し
て
対
応
す
る
が
、
契
約
時

に
は
予
測
で
き
な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
。
特

に
、
大
規
模
下
水
道
施
設
へ
の
導
入
は
、

事
業
効
果
が
大
き
い
反
面
、
予
測
で
き
な

い
事
態
が
生
じ
た
と
き
の
影
響
も
大
き
い

た
め
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

▪
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

横よ
こ
内う
ち

　
裕ゆ
う
治じ

ま
つ
も
都

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
結
果

選
挙
後
の
市
長
記
者
会
見
で
、
市
長
が
長

野
２
区
の
自
民
党
新
人
候
補
の
応
援
演
説

を
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
自
民
党
の
候

補
者
ひ
い
て
は
自
民
党
に
何
を
期
待
し
て

演
説
し
た
の
か
。
選
挙
結
果
へ
の
受
け
止

め
も
併
せ
て
伺
う
。

市
長
　
内
容
を
正
確
に
記
憶
し
て
は
い
な

い
が
、「
日
本
の
国
の
在
り
方
」
の
一
端
と
し

て
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
都
市

が
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
を
つ
く
る
「
多
極

分
散
型
」
国
家
を
構
築
し
て
い
く
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
れ
に
は
、
地
方
に

残
る
年
功
序
列
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を

解
消
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
「
自

由
・
寛
容
・
共
生
」
を
基
調
と
す
る
社
会
の

実
現
が
必
要
で
あ
り
、
候
補
と
は
こ
う
し
た

部
分
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ

た
。
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
、
高
市
総
理
が

女
性
と
し
て
強
い
リ
ー
ダ
ー
像
を
掲
げ
、

端
的
で
歯
切
れ
の
い
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
繰
り

返
し
た
戦
略
が
、
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
結
果
と
受
け
止
め
て
い
る
。

QA 質問項目

▪
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

神こ
う
津づ

　
ゆ
か
り

ま
つ
も
都

※ 10　ウォーター PPP　水道、下水道、工業用水道などにおいて、民間企業の技術や資金を活用して効率的な管理・運営を
行う官民連携の仕組み
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用語
解説

今
後
の
病
院
経
営

病
院
の
健
全
経
営
に
は
新
病
院
建
設
費
の

抑
制
が
必
要
で
あ
る
。「
全
人
的
全
人
生

医
療
の
提
供
」
を
行
う
た
め
の
多
機
能
体

制
構
築
の
旗
は
降
ろ
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
機
能
別
病
床
数
な
ど
、
健
全
な
病
院

経
営
の
視
点
で
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

病
院
事
業
管
理
者
　
私
の
造
語
「
全
人
的

全
人
生
医
療
の
提
供
」
は
、
個
々
の
生
活

や
価
値
観
に
合
わ
せ
て
治
療
等
を
行
い
、

人
の
一
生
を
時
間
軸
で
捉
え
て
医
療
を
提

供
し
、
生
命
を
本
質
的
に
大
切
に
す
る
理

想
の
医
療
で
あ
る
。
し
か
し
、
令
和
７
年

４
月
の
医
療
事
故
で
分
娩
機
能
を
廃
止
し
、

誕
生
と
い
う
全
人
生
の
出
発
点
を
捉
え
ら

れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
現
在
は
「
全
人
生
」

と
い
う
表
現
は
適
切
で
な
い
と
考
え
る
。

多
機
能
体
制
や
機
能
別
病
床
数
等
に
つ
い

て
は
、
３
月
中
に
市
立
病
院
建
設
基
本
計

画
見
直
し
検
討
委
員
会
か
ら
示
さ
れ
る
答

申
内
容
を
最
大
限
尊
重
し
、
基
本
計
画
の

修
正
を
速
や
か
に
実
施
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
松
本
市
立
病
院
・
四
賀
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク

芝し
ば
山や
ま

　
稔
み
の
る

開
明

平
和
都
市
松
本
か
ら
全
国
と
世
界
に
向
け
て

ケ
ア
の
倫
理
を
市
役
所
組
織
の
中
心
に
据

え
つ
つ
、
人
権
と
平
和
を
擁
護
す
る
政
策

を
、
本
市
か
ら
率
先
し
て
立
案
、
実
行
、

発
信
し
、
他
自
治
体
や
国
、
世
界
の
動
き

を
促
し
て
い
く
営
み
が
極
め
て
重
要
だ
と

考
え
る
。
平
和
都
市
松
本
の
首
長
と
し

て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
率
先
し
て
条
例
を
立
案
、
政
策
を

実
行
し
、
国
や
世
界
の
動
き
を
促
す
姿
勢

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
条
例
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
「
発
達
障
が
い
児
等
の
支

援
に
関
す
る
条
例
」、「
豊
か
な
環
境
を
守
り

適
正
な
太
陽
光
発
電
事
業
を
推
進
す
る
条

例
」
等
を
立
案
し
て
き
た
。
議
会
も
提
案

権
を
有
し
て
い
る
た
め
、
同
じ
方
向
を
向

き
、
必
要
な
条
例
の
制
定
に
取
り
組
む
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
条
例
制
定
に
限
ら

ず
、
で
き
る
こ
と
は
速
や
か
に
実
行
す
る
姿

勢
も
重
要
で
あ
る
。
国
を
動
か
す
に
は
、
自

治
体
単
体
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
同
規

模
の
人
口
や
都
市
基
盤
を
有
す
る
中
核
市

の
連
帯
が
鍵
に
な
る
と
考
え
る
。

QA 質問項目

▪
ケ
ア
が
導
く
平
和
と
共
生

菊き
く
地ち

　
徹
と
お
る

開
明

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
歩
道
整
備

視
覚
障
が
い
者
の
方
か
ら
、
市
内
交
差
点

の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
認
識
し
に
く
い
と
の

声
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
旧
パ
ル
コ
前
の
歩
道

で
は
、
通
行
に
苦
労
し
て
い
る
車
い
す
の

方
を
見
か
け
た
。
全
障
ス
ポ
の
開
催
に
向

け
、
誰
も
が
移
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
歩
道
等

の
整
備
の
考
え
方
や
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長
　
国※※

※

ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
に
合
わ

せ
て
本
市
に
は
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
が
、

中
心
市
街
地
で
は
歩
道
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
配

置
や
色
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ

る
。
令
和
10
年
開
催
の
全
障
ス
ポ
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
ま
で
に
統
一
整
備
を
完
了
す
る
よ

う
進
め
る
。
旧
パ
ル
コ
前
の
傾
斜
の
あ
る
歩

道
に
つ
い
て
は
、
店
舗
へ
の
車
両
乗
入
れ
部

と
し
て
、
車
い
す
の
通
行
に
関
す
る
歩
道
構

造
の
基
準
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
国

ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
を
契
機
に
、
市
内
の
歩
道

を
障
が
い
者
の
視
点
で
点
検
す
る
な
ど
、

引
き
続
き
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA 質問項目

▪
危
機
管
理
に
つ
い
て
　
▪
信
州
や
ま
な
み
国
ス

ポ
・
全
障
ス
ポ
に
つ
い
て
　
▪
障
が
い
者
施
策

に
つ
い
て
　
▪
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

川か
わ
久く

保ぼ

　
文ふ
み
良よ
し

開
明

※ 11　国スポ・全障スポ　国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の略。国民スポーツ大会は、都道府県対抗、各都道
府県持ち回り方式で毎年開催されるもので、令和 6年開催の第 78回佐賀大会から「国民体育大会」から名称変更された。
全国障害者スポーツ大会は、国民スポーツ大会終了直後に同じ都道府県で開催される障がい者スポーツの祭典。令和 10年
には、長野県で信州やまなみ国スポ・全障スポが開催される
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昨年 10月に行った梓川高等学校の 2年生との交流事業を経て、本市議場
で「高校生による松本市議会交流レポート」が行われました。
各クラスの代表者が登壇し、交流を通じて考えたまちづくりのアイディア、

地域課題の解決策などを議員、関係者へ向けて発表しました。
また、これまで 1年次、2年次と交流を行った 3年生の有志による発表も

行われました。

「メンズカフェ・散歩道」は、男性が気軽に集まり地域の方と交流できる
場として、庄内地区公民館を拠点に、おおむね 65歳以上の男性が集まり、
淹れたてのコーヒーや懐かしい音楽を通して交流をされています。
今回はその「メンズカフェ・散歩道」の参加者の皆さんへ議会活動などの

報告を行ったあと、フリートークで市政に関する意見交換会を行いました。
話題は市役所新庁舎建設、市立病院建設、また観光政策や企業誘致など、

多岐にわたり、さまざまな市政課題について意見や要望をお聞きしました。

今回発表した 3年生の有志は、市への要望を形にしました！

「交流を通して、市議会
が私たちの生活に深く関
わっていることを実感し

た。実際の取組みや考えを直接聞く
ことで、政治が特別なものではな
く、地域の課題を解決するための大
切な話し合いの場だと分かった。こ
れからは市の動きにも関心を持ちた
いと思った。」

「課題を深堀し、自分事と捉
え、課題解決のため模索し、提
案までされている姿に感動した。
若者に対する大きな希望を持った。」
「提案された交通のサブスクリプション
化、遠隔医療の推進などは、議会でも考え
ていくべき視点だと感じた。」
「若者を中心に政治離れが心配されてい
るが、将来を担う高校生との交流事業はと
ても意義あると感じた。」

　 梓川高等学校による松本市議会交流レポートを実施！  R8.1.29（木）

生徒
感想

議員
感想

地域課題解決への提案を発表

　 「メンズカフェ・散歩道」参加者の皆さんとの議会報告会・意見交換会を開催  R8.3.17（火）
地域交流の場へおじゃましました

梓川高校3年生の青
あお
山
やま
愛
あ
紀
き
さん、粟

あわ
津
づ
原
はら
輝
ひかる
さん、降

ふる
幡
はた
玲
れ
央
お
さんは、新たに建設する市役所新庁舎に、市民や観光客が眺

望を楽しめる空間（展望スペース）を設け、土日祝日及び夜間も一定の時間帯に限定して
開放することを求める請願を提出しました。同校では1年次から市議会との交流を通じて
地域課題を学び、2年次のフィールドワークで市民から「市民に開かれた庁舎であってほし
い」との声を聞いたことを契機に検討を深めました。3年次には安曇野市役所や長野市役
所を視察し、先行事例を踏まえて取りまとめたことが、今回の請願につながりました。
3人のうち2人が市役所新庁舎建設特別委員会で趣旨説明を行い、委員に熱意を伝え、
本請願は2月定例会本会議において全会一致で採択されました。市議会では、今後も市と
ともに市民に開かれた市役所を目指し、さらなる検討を進めていきます。

市役所新庁舎建設特別委員会で請願の
趣旨を説明し、質疑に答える様子

請願内容はこちらから
ご覧いただけます。市議会との交流の集大成

3年生有志が2月定例会で請願を提出　全会一致で採択されました！
「市役所新庁舎に市民や観光客が楽しめる展望スペースを！」

　松本市議会ではさまざまな若者や団体等と
意見交換を行い、市政に対する要望などをお
聞きし議会活動につなげています。

交　流　事　業
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令和 8年 6月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土
6/7 8 9 10 11 12 13

本会議（開会）
13：30～

議案調査
正午　発言通告締切
17：15
請願・陳情提出期限

14 15 16 17 18 19 20
本会議（一般質問）10：00～ 委員会審査

10：00
総務・厚生

10：00
経済文教・建設環境

21 22 23 24 25 26 27
委員会審査 本会議（閉会）

13：30～

●日程は変更となる場合があります。
　詳細は議会事務局（34-3210）へお問い合わせください。

　
2
月
定
例
会
で
可
決
し
た
令
和
8
年
度
予

算
は
、
市
が
「
基
本
構
想
２
０
３
０
」
に
掲

げ
る
「
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
未
来

志
向
の
投
資
と
財
政
の
持
続
可
能
性
を
考
慮

し
た
、過
去
最
高
額
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
新
年
度
も
始
ま
り
早
ひ
と
月
が
経

ち
ま
し
た
。
任
期
最
終
年
を
迎
え
た
各
議
員

は
、
活
発
な
議
会
活
動
を
通
し
て
、
松
本
市

の
一
層
の
発
展
に
向
け
働
い
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
本
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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編
　集
　後
　記

本会議が
視聴できます！

ライブ中継 録画配信

iPhone android

アプリ 「Catalog Pocket」 で

議会だよりを配信しています。

カタログポケット

キラリキラリ
輝輝くく市民市民にに
インタビュー！インタビュー！

えるのは変な感じがしましたね。

日頃どんな活動をされています
か？

山田さん（姉）

手話通訳者として依頼
があれば、午前・午後と手話通訳
に出向きます。最近では、ご高齢の
方の病院受診の付き添い頻度が増
えている傾向があり、高齢化社会
の進行を身をもって感じています。
手話通訳制度が確立されておら
ず、手話通訳の収入だけで生計を
立てることは困難で、皆仕事に従事
しながら活動しているのが現状です。

　　　 中村さん（妹）

地区の公民館に出掛
けたときに、手話を学んだことが
ある方に出会い、しばらく手話を
使って交流をしていました。その
後、手話を公民館で教えてほしい
と依頼があり、「私でいいのかな」
という思いもありましたが、一人で

日頃から手話を通して、さまざま
な場面で地域貢献をされている、
手話通訳者の山田さん、手話ボラ
ンティアの中村さん姉妹にお話を伺
いました。

お二人が手話を始めたきっか
けは？

両親が聴覚障がい者だったこと
から、幼少の頃から手話が生活の
一部となり、私たちにとっては両親
と意思疎通を図る第二の言語でし
た。買い物や学校での面談等、親
が出掛けるときは通訳としてどちら
かが必ず同行していました。学校
の面談では、子どもながらに、先生
が話した内容を自分自身で親に伝

も多くの人に手話を知ってもらえ
る機会になればと、今年の4月か
ら月に1回「手話サロン」を開催
しています。

今後について思うことは？

（山田さん）アプリやAIの進展に
より手話が広がってきていますが、
やはり人対人が大事。通訳者の養
成はとても重要です。それには、
手話を多くの市民に知ってもらう
機会や、教育現場でも使える環境
づくりが求められます。
松本市は令和8年度内に手話に
関する条例を制定する方向で検討
が進められていると聞いています。
手話に親しむ環境ができるよう、
一日も早い制定を心待ちにしてい
ます。
（中村さん）手話で交流する中で、
皆さんの困りごとなどを聞いて、
行政につなげることができたらと
思っています。
地域の中に、手話に親しむ機会
を創出していきたいと考えています。

手話通訳者

山
やま
田
だ
　良
よし
子
こ
さん（左）

手話ボランティア

中
なか
村
むら
　桂
けい
子
こ
さん（右）

一人でも多くの人に
手話を知ってほしい！

～日常に手話を～

市議会広報番組
　　「松本市議会委員会レポート」
定例会の委員会審査の内容などを報告して
います。
テレビ松本ケーブルビジョンで放送するほか、放送された
番組はホームページでも公開しています。ぜひご覧ください。

分かりやすく伝えられるよう努めています


